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論 文 内 容 の 要 旨 
 楽器演奏者は、自己表現、コミュニケーション、気分転換、リハビリなどさまざまな目的で演奏活動を楽しんでい
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、技術の進展により多彩な機能をもつ電子楽器が安価に購入できるようになった。しかし、これらの電子楽器
は、楽器の形状をそのまま模写することが主目的であったため、楽器の大きさや重さといった問題から演奏を披露で
きる場所や状況は限られている。また、演奏技術の向上には多大な時間や労力を必要とするため、敷居の高さや習熟
効率の低さから挫折してしまう演奏者が多かった。 
 これらの問題に対し、本論文では、鍵盤楽器に着目し、鍵盤奏者や鍵盤の特性を活用した音楽活動支援システムに
ついて論じている。 
 その主要な研究成果を要約すると次の通りである。 
 ⑴ シンプルな画像処理アルゴリズムと鍵盤演奏の特性をもとに定義したルールを組み合わせることで、鍵盤演奏
技術を修得する上で重要な運指を実時間でかつ高精度で認識するシステムを提案している。 
 ⑵ 全ての白鍵間に黒鍵を挿入した鍵盤構造や、鍵盤をユニット（部品）化し複数のユニットを柔軟に組み合わせ
られる構造をもたせることで、可搬性に優れた鍵盤楽器を提案している。 
 ⑶ １オクターブの鍵盤楽器を使用し、鍵盤や鍵盤奏者の特性を活かすことで直観的かつ高速に文字入力できるイ
ンタフェースを提案している。 
 以上のように、本論文は鍵盤奏者のための音楽活動の活性化に貢献する成果を挙げた先駆的研究として、情報科学
に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
